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論文内容の要 t:=. 目
本論文は、送電線上の水滴からのコロナ放電現象を解明したもので、 11章からなっている。
第 1 章は緒言、第 2 章では研究に使用した実験装置の説明を行なっている。第 3 章では平等電界中
における水滴の表面圧力分布を求め、これより導いた水滴の不安定開始の電界計算式より、水滴の放
電開始条件の実験結果が説明できることを示している。
第 4 章では、円筒座標系のラプラスの方程式より差分方程式を導き、電線に円すい、半球などの金
属突起が付着している場合の周囲電界を電子計算機を用いて求めた結果を示している。
第 5 章では、試作した複レンズ流しカメラを用いて水滴変形過程とコロナパルス発生状態の関係を
明らかにし、第 4 章の結果を用いてその変形過程が説明できることを示している。
第 6 章では、水滴または金属突起が付着した電線のコロナ開始電圧を測定し、第 4 章の結果を用い
てその場合の電離指数を計算している。その結果、円すい形のような電極表面電界値で開始条件を示
し得ない場合でも、電離指数は開始条件を示す良い尺度となることを明らかにし、金属突起と水滴と
の相違を明らかにしている。
第 7 章では、付着水滴の変形過程に対応するコロナパルス分布の時間変化を示し、また隣接する水
滴相互間にコロナ放電抑制作用のあることを見出し、検討の結果その作用はおもに空間電荷効果によ
ることを確かめている。
第 8 章では、コロナ雑音の主要原因である正コロナパルスの電力スペクトルについて検討し、また
二乗特性雑音測定器を用いて水滴の付着した電線からの雑音スペクトル密度を測定し、その等価降雨
量特性を求めている。
第 9 章では、進行波理論を用いた雑音レベルの計算法に第 8 章の測定結果を適用し、実規模試験送
電線の降雨時の実測結果と比較し、その両者はほぼ一致し、同軸円筒電極における雑音電力測定結果
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から送電線の雑音レベルが求められることを示している。
第10章では、衝撃電圧印加時の電線上水滴からのコロナ放電は、変形効果なしに半球状水滴から放
電する結果、水滴面の二次電子放出係数が小さいことを明らかに示し、コロナ損特性は電圧の二乗則
とは異なることを見出している。
第11章は結言であり、第10章までの結果をまとめている。
論文の審査結果の要旨
本論文は超高圧送電線における重要な問題である降雨時のコロナ放電に関し、基礎的な研究を行な
ったものである。
電界中にある水滴の大きさ、表面張力、形状と電界強度との関係を求める計算式を導き実験結果と
ほぼ一致することをたしかめ、コロナ放電開始電界値を明らかにしている。さらに進んで、送電線に付
着した水滴の形状とコロナパルスとの関係を詳細に研究している。
また同軸円筒電極における水滴コロナ放電により生ずる雑音電力を二乗特性雑音測定器により測定
し、水滴数と雑音電力との関係を明らかにし、降雨量と雑音電力との関係を明らかにしている。
さらに同軸円筒測定値から、実際の送電線のコロナ雑音電界値を求める計算式を導び、いている。
これらの研究結果は、超高圧送電線の降雨時コロナ雑音電界値の推定とコロナ雑音対策に役立つも
のであり、本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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